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１１月の検診のご案内 □問 健康課��７２５・５１７８

※上記検診はいずれも町田市民で、職場等で検診
の機会のない方が対象です。
※肺がん・胃がん検診は年度内（２００８年４月～
２００９年３月）に１回受診できます。乳がん検診
は２年に１回受診できます。
※定員を超えた場合は、検診日ごとに抽選を行い
ます。抽選にもれた方には、１０月１７日に通知し
ます。

※希望時間の指定はできません。なお１１月は女性
が先に検診します。
【非負担について】※次の方は無料になります。
●後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方●高齢
受給者証をお持ちの方●平成２０年度の市民税非課
税世帯の方●生活保護受給世帯の方
※受診者に郵送される申込書により、検診当日に
「負担・非負担」の届出をして下さい。

受診
案内申し込み受診できない方費　用定　員内　容会　場期　日対　象検診

名

　

月
下
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

１０ハガキ（検診
ごとに１人１
枚、封 書 も
可）に「肺が
ん検診申込」
「胃がん検診
申込」または
「乳がん検診
申 込」と 書
き、住所・氏
名（ふ り が
な）・生年月
日・電 話 番
号、希望会場
・希望日（第
３希望まで、
肺がん検診は
第２希望ま
で）を明記し
て、１０月７日
まで（消印有
効）に 健 康
課（〒１９４－
００１３、原町田
５－８－２１、
健康福祉会館
内、��７２５・
５１７８）へ

【共通】①既に何らかの
自覚症状がある方（病院
で受診して下さい）②妊
娠中または妊娠の疑いが
ある方 
【肺がん検診】肺に関す
る疾患で経過観察中、治
療中、手術後の方
【胃がん検診】①胃に関
する疾患で経過観察中、
治療中、手術後の方②過
去１年以内に心臓の発作
や脳梗塞等の脳疾患を発
症したことのある方③現
在治療中の急性期の疾患
をお持ちの方④まひなど
があり検診台の上で自力
で回転できない方
【乳がん検診】①乳房に
関する疾患で経過観察
中、治療中の方②豊胸手
術を受けている方③現在
授乳中の方（卒乳後、間
もない方は健康課までご
相談下さい）④心臓ペー
スメーカーを装着してい
る方⑤腰痛や障がい等に
より自力でまっすぐに立
っていること（１０分）が
難しい方

１，２００円１００人

問診、レ
ントゲン
直 接 撮
影、かく
たん検査

健康福祉
会 館

２３日（日）
４０歳
以上

肺
が
ん ２７日（木）

８００円各日
５０人

問診、レ
ントゲン
間接撮影
（バリウ
ムを飲み
ます）

木曽山崎
センター２６日（水）

３５歳
以上

胃
が
ん

堺 市 民
センター２１日（金）

鶴川市民
センター２５日（火）

健康福祉
会 館

１９日（水）
２０日（木）
２２日（土）
３０日（日）

受
診
日
の　

日
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

１０

２，８００円

各日
多摩丘
陵病院
１０人

健康福
祉会館
７２人

問診、視
触診、マ
ンモグラ
フィー
（乳房Ｘ
線撮影）

多摩丘陵
病院（下
小山田町
１４９１）

１２日（水）
２００８年
４月１
日～　
２００９年
３月３１
日の誕
生日で
４０歳～
７０歳の
偶数歳
となる
女性　

乳
が
ん

１３日（木）
１４日（金）
１７日（月）
１８日（火）
１９日（水）

健康福祉
会 館

１２日（水）
１３日（木）
１４日（金）
１５日（土）

　

こ
の
検
診
は
町
田
市
医
師
会
の

協
力
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
市
民
で
勤

４０

務
先
等
で
検
診
の
機
会
の
な
い
方

（
１
年
に
１
回
の
受
診
で
す
。
春

受
診
し
た
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）

○
検
診
期
間　
　

月　

日
（
金
）

１０

１０

〜　

月
７
日
（
金
）

１１
○
検
診
時
間　

各
一
般
診
療
時
間

内○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の

実
施
医
療
機
関
（
医
療
機
関
の
名

簿
は
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
��

７
２
４
・
５
６
５
６
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
）

○
検
診
内
容　

問
診
、
免
疫
学
的

便
潜
血
検
査
（
２
日
法
＝
２
日
分

の
便
を
採
取
す
る
検
査
で
す
）

○
受
診
方
法　

直
接
医
療
機
関
へ

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
受
診
し
て
下
さ
い
。

○
費
用　

８
０
０
円
（
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い
下
さ
い
）

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る

受
診
票
で
負
担
・
非
負
担
の
届
出

を
し
て
下
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

予
防
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
現
れ
る
ま

で
約
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

月
中
旬
ま
で
に
は
受
け
ま
し
ょ

１２う
。

○
期
間　
　

月　

日
〜　

月　

日

１０

１５

１２

２８

○
接
種
回
数　

１
回
の
み

○
対
象　

予
防
接
種
を
希
望
す
る

市
内
在
住
で
、
接
種
日
に
お
い
て

①　

歳
以
上
の
方
②　

歳
〜　

歳

６５

６０

６４

の
方
で
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼

吸
器
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

方
（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
及

び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
有
す
る
方

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の

実
施
医
療
機
関
（
医
療
機
関
の
名

簿
は
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
��

７
２
４
・
５
６
５
６
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
）

※
市
外
の
医
療
機
関
で
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

○
費
用　

２
２
０
０
円
（
医
療
機

関
の
窓
口
で
お
支
払
い
下
さ
い
）

※
対
象
者
の
う
ち
、
生
活
保
護
受

給
世
帯
の
方
及
び
中
国
残
留
邦
人

等
の
支
援
給
付
受
給
証
明
書
を
お

持
ち
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
持
ち
物　

本
人
確
認
書
類
（
保

険
証
等
）

【
町
田
市
民
で
市
外
の
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
方
の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま

す
】

　

接
種
日
現
在
、
町
田
市
民
で
市

外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い

て
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が
市
外

の
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
、
支

払
う
接
種
料
の
全
額
ま
た
は
一
部

を
１
人
１
回
助
成
し
ま
す
。

※
接
種
の
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
申
し
込
み
は
、
電
話
で
健
康

課
へ
。

○
対
象　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
対
象
の
方
で
、
市
外

の
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介

護
老
人
保
健
施
設
、
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
の
い
ず
れ
か
に
入

所
し
て
い
る
方

○
助
成
限
度
額　

２
２
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
支
援
給
付
受
給
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は
４
４
０
０

円
）

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
２
２

　

昭
和　

年
か
ら　

年
間
町
田
に

４４

３０

住
み
、
時
流
に
流
さ
れ
ず
、
自
己

を
厳
し
く
見
つ
め
た
小
説
を
数
多

く
残
し
た
作
家
の
、
初
め
て
の
本

格
的
な
文
学
展
で
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

○
休
館
日　

月
曜
日
及
び
第
２
木

曜
日
（
た
だ
し
、　

月
３
日
、　

１１

２４

日
は
開
館
）

講
演
会

【
①
八
木
義
�
の
戦
後
出
発－

劉

廣
福
か
ら
母
子
鎮
魂
へ
】

○
日
時　
　

月
２
日
（
日
）
午
後

１１

２
時
〜
４
時
（
１
時　

分
開
場
）

３０

○
講
師　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

・
紅
野
敏
郎
氏

【
②
八
木
文
学
か
ら
受
け
継
ぐ
も

の
】

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１１

２３

２
時
〜
４
時
（
１
時　

分
開
場
）

３０

○
講
師　

作
家
・
佐
伯
一
麦
氏

◇

○
会
場　

同
館
２
階
大
会
議
室

○
定
員　

い
ず
れ
も
１
０
０
人

（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
後
１

１０

時
か
ら
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
。

□問
 

町
田
市
民
文
学
館
��
７
３
９
・

３
４
２
０

　

人
間
が
好
き
で
、
人
間
に
こ
だ

わ
っ
て
人
間
の
生
き
て
い
る
姿
を

描
い
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
世
界

を
講
師
が
語
り
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１１

１６

２
時
〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
講
師　

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
学
者

・
小
田
島
雄
志
氏

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
同
館
（
��
７
３
９
・
３
４
２

０
）
へ
。

会場／申し込み内　容日　時
○会場　まちだ市民フォ
ーラム３階　ホール
○定員　１８０人
○申し込み　１０月１５日まで
に電話で町田市コールセ
ンター（��７２４・５６５６）へ。

※午前のみ、午後のみ
の参加も可能です。

午前の部
「イキイキ高齢者の活動発表会」 
・参加型和風体操（ザ・ソーラン、南京玉簾、ボール体操など）
・介護予防サポーター、認知症予防グループなどの活動発表

１０月２８日（火） 
午前の部＝午前１０時～正午 
午後の部＝午後１時３０分～
　　　　　３時３０分

午後の部
介護予防講演会 
「笑顔でもっと健康に！笑み筋体操であなたも笑いの達人に!! 」
（笑み筋インストラクター：小野彰子氏・晏在雅子氏）

※「介護予防月間」イベント参加者全員に、修了証を配布します。※ロビーにて介護予防月間の様子をパネル展示しています。

積極的に障がい者を
　　雇用している事業所に

������

　長野県川上村にある町田市自然休暇村では、今年６月に愛称を募集
したところ、市内外から１２７件の応募がありました。最終選考に残っ
た８件から休暇村利用者の皆さんの投票により、市内在住の渡辺 炳 子

あき

さんの作品「せせらぎの里」が愛称に決まりました。たくさんのご応
募ありがとうございました。
　これからも「せせらぎの里」自然休暇村をよろしくお願いします。

　渡辺さんにはせせらぎの里無
料宿泊券や川上村の特産野菜詰
め合わせが、また、応募・投票
なさった皆さんの中から抽選で
１０人の方に特産野菜詰め合わせ
が贈られます（当選者の発表は
発送をもって代えさせていただ
きます）。
□問 せせらぎの里　自然休暇村

�０１２０・５５・２８３８

市から感謝状を贈りました

１０月中旬には唐松の紅葉がピークに

八木義�
（撮影：角田武）

月月

日日（（
土土
））〜〜

１１００

１１８８

月月

日日（（
日日
））

１１２２

１１４４

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

人
間
学

「せせらぎの里」　�自然休暇村�
の愛称が�

「せせらぎの里」　�
に決まりましたに決まりました�

「せせらぎの里」　�
に決まりました�

町
田
市
民
文
学
館
の
催
し�

市
民
文
学
館
・
町
田
ペ
ン
の
会

共
催
講
演
会

人
生
の
達
人
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

か
ら
学
ぶ
人
生

����

□問 高齢者福祉課��７２４・２１４６

　障がい者の就労支援に努力さ
れた事業所に対し、８月２９日に
市から感謝状を贈呈しました。
　これは、障がい者雇用の法定
雇用率適用外の５６人未満の事業
所であるのにもかかわらず、お
おむね３年以上にわたり市内在
住の障がい者を雇用している１０
事業所に対し、これまでの努力

に感謝し、引き続き雇用をお願
いしたいという気持ちを込めて
行われたもので、４事業所の代
表の方が出席し、贈呈式が行わ
れました。
□問 障がい福祉課��７２４・２１３６


